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アスペクト機能を持つ接辞・形態素の通時的考察
森田信也
ADiachI．⑪nicAnalysisonAspectualAffixesandM⑪叩hemes
Shin'yaMORITA
Abstract
ThispaperexaminesthewayalfixesinLatinfilnctionasanaspectualizer,廿omaspecmal,semantic,etymologicaland
morphologicalpointsofview.Wereferto〃α"s-"and-/zeandmainlytoextendedpresentstemincludingexpansions
like-"7-,-"-,and-cLinLatin.Especially,wefbcusontheaspectualityofthesemomhemesarenexttolostbutarestill
maintainedinsomeverbsinLatin.Incaseaverbindicatesanevent,theeventsometimesconsistsofapunctualactionand
adurativestate.Forexample,inthecaseof.tosleep',itisnaturalthatfallingasleepatacertainpointoftimeisfbllowed
bythestateofsleeping.Themeaningofaverbdependsontherootonwhichitisbasedandthegradeofvowelgradation.
Thesumxalmorphemeshelptotakeonaperitctivemeaning.
0．はじめに
形態論的に、語幹に接辞がついて形成された語が、時間の経過とともに、その痕跡を失い、現代
語においてはもはや全く痕跡を見出すことが難しいものもある。ラテン語のprae-hendoは、フラン
ス語のprendreになるわけだが、このprendreという語が、昔は接頭辞十語幹という組み合わせから
成っているのは、語源辞典の助けを借りなければ、知る由もない。
日本語でも中古の語彙に「うつるふ」というものがある。「移る」という動詞に、継続を表す上
代の助動詞「ふ」がつき、「移らふ」となったものが、音韻変化で「移ろふ」になったものである。
｢移ろふ」の「ふ」は、もともと継続を表す助動詞であるから、「移ってゆく」という意味だが、時
間の経過とともに、「ふ」が助動詞であるという観念が薄れて、「移ろふ」でひとつの動詞だと考え
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られるようになり、「移る」という意味を念入りに述べる用法で用いられるようになった。
小西(2000:21-2)によると、この「移ろふ」の意味は、
1．場所を変える．移転する(A地点→B地点)、
2．色の変化「色づく」および「色あせる」（甲→乙への変化)、
3．花が散る(1からOへの変化)、
4．植物が枯れる(1から0への変化）
の4つの柱から成るが、いずれも共通点は「甲の状態から乙の状態への変化」を伴うアスペクト
的な意味を持っているのが特徴である。
英語ではtrans-および-izeや-fyという接辞が「XからYへの状態変化」を表す働きを持ち、
translate｢X語→Y語｣、Americanize「非米→米化｣、purify「汚→浄」などに見るように、非常に生
産力のある接辞である。本稿は、これらの語源を比較して形態論の観点から史的に考察することを
目的とするものである。各接辞について語源的に遡れるところまで戻り、ラテン語、フランス語、
英語におけるそれぞれの語彙の成り立ちについて共時的に分析して、それぞれの特徴にも言及す
る。
前半は、trans-と-izeを扱い、後半はラテン語に痕跡を残すアスペクト価を持つ形態素について
論述する。
1．接頭辞trans-
1.1印欧祖語
Watkins(1985:91)によると次のような記述がみられる。
*/ele-"tocrossover,passthrough,overcome"withvariant[metathesized]fbnn*/eraz-,coIoredto*"Qa2-一ツ
contractedto*/"-
もともと「突き抜ける」(壁を破って突破する）というニュアンスを持った語根であったが、
縮約形の*tra-が、ラテン語では前置詞および接辞のtranSになる。このtransの語源として、The
AmericanHeritageDictionaryoflndo-EuropeanRootsでは、動詞形trare「横切る」の現在分詞に由来
するものとしているが、EmoutetMeillet(1985:313,699-700)では、in+trareの現在分詞に由来す
るには、in-以外の接辞のpr6verbationは見当たらず、前置詞inの派生形intra由来のものという見解
を提示している。
また、Tucker(1931:244)では、ErnoutとMeilletの説を採りつつも、intrareの現在分詞に由来す
－266－
アスペクト機能を持つ接辞・形態素の通時的考察
る説にも言及しているが、intrareに加えてextrareを引き合いに出している。ErnoutとMeillet(1985:
204)では、eXtrareは完了分詞の形しか存在せず、intrareよりもさらに無理があると記述がみられ
るゆえ、本稿ではEmoutとMeilletの説を採用することにする。
1.2ラテン語trans-<pardela,audelade》
ラテン語のtranSは、EmoutetMeillet(1985:699)では以下のように定義されている。
Commepreposition,estsuividel'accusatifets'emploieavecdesverbsmarquantlemovementcommele
repos.Encomposition,ac6tedusensde<audela)>,aaussilesens<departenpart):〃""q/ig";marquele
changementtotaldans〃""加r〃ひ,〃〃s/igz".
ラテン語においては、前置詞として対格とともに用いられ静・動のニュアンスを含む動詞を形成
する。接辞としては、「～を越えて」の意に加えて、「貫いて」の意も持ち、transfigo｢貫く、突き通す」
がその代表例である。さらに、「変形させる、姿を変える」といった「全面的な変化」も表わす。
接辞の機能
(完了アスペクト）
(A→B)
(｢越えて｣）
(A→B)
(｢貫いて｣）
(A→B)
(｢貫いて」→完了アスペクト）
(完了アスペクト）
(A→B)
(A→B)
(A→B)
(｢越えて｣）
意味
｢飲み尽くす」
｢転写する」
｢越えて行く、渡る」
｢運送する、移動する、翻訳する」
｢刺し通す」
｢注ぎ移す」
｢貫く、完成する」
｢数え通す、残らず数える」
｢運送する、運搬する」
｢あちらへ運ぶ、通過させる、移す」
｢売り渡す」
｢飛び越える」
??
??
?
????‐?
??????
? ?
??‐、。????
?
???
???????????
?
? 、?? ???????
????????????
? ?? ????
こうした複合語は、本来は「接辞の意味」＋「語幹動詞の意味」が単純に時間的・空間的な意味
を帯びて本源動詞にプラスアルファの意味を付与するところからスタートして、次の段階で比ゆ的
な意味を帯びるようになり、最後にアスペクト的なニュアンスを帯びるようになる。上の一例では、
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本来的な「越えて」「貫いて」から始まり、A→Bへの変化、そして時代的には比較的新しい用法
として「～し尽す」というアスペクト機能が発生する。Gaffiotのポケット版には帝政前、帝政期、
後期と時代別に意味の発展が分かる記号が付記されている。
1.3フランス語trans-/tra-/tre-
Rey(2000:3889)によれば、フランス語においては、「～を越えて｣｢～を貫いて」意味を持ち、
｢通過」および「移行」など意味も示されている。しかし、ラテン語では、同根のtero「擦る」が
派生し、tranSの系統からは動詞が派生せず、フランス語ではもっぱら、地名に付く接辞として、
transdanubien(1775)、tranWuran(1752)、transa廿icain(1892)、transasiatique(1901)、transcanadien
(1930)などの形容詞を形成している。
その一方では､transborder「乗り換えさせる・積み換える」のような「状態変化」も多数見られる。
1.4英語
寺澤(1999:1454)によると、IEの*tera-｡tocrossover'から出て、*trare･togothrough'を経て、
ラテン語のtranS-とある。空間的なニュアンスが優位で、transmit,transportやtranspierceやtransfer,
transfbnn,translateからtranscendまで非常に幅広く派生している。ここでも共通して感じ取ることが
出来るニュアンスは、A→Bへの移動または「Aの状態」から「Bの状態」への変化である。
2．接犀辞-ize
2.1印欧祖語
WatkinS(1985:103)によると、印欧祖語-yo-は、*argu-yo.tomakeclear'のように別の品詞から
動詞を形成する接辞と記述されている。Gennanicでは、janという接尾辞になる。さらに、印欧祖
語では、*id-yo-という動詞を形成する接辞としても生産力を持ち、ギリシヤ語起源の-izeinはフラ
ンス語では-iser，英語では-izeという接尾辞として他動詞を形成する。「甲から乙への変化」を意
味する語を多産する接尾辞であった。
2.2ラテン語
Rey(2000:322)によると、1050年頃にフランス語でbaptizerが初出とあるが、これは、教会ラ
テン語のbaptizare、もとはギリシャ語のbaptizein<immerger》に由来する。古典ラテン語の時代に
はほとんど行われていなかった接辞とある。
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2.3フランス語
GrandRobertの定義では、-iserについて、Su価xesavant(dubaslat.-izaだ,correspondantaugrec
-jぬe加)entrantdanslafbnnationdeverbesderivesdesubstantifSoudenomsdepeuples,aveclavaleur
transitiveetgeneralementfactitiveとある。やはり後期ラテン語からの合成語の形成で、基本的には、
使役的ニュアンスを伴う接辞である。
EmoutetMeillet(1974:131)よると、名詞および形容詞からpactiser,miniamriser,fid61iser,tatamiser
など非常に生産力を持った接辞である。
2.4英語
寺澤（1999:744）によると、ギリシャ語-izein起源で、後期ラテン語-izareおよび古フランス語
-iserを経て、中英語-ise(n)とある。ギリシャ語系の語幹についてbaptize,organize,symbolizeなどの
語形成が見られ、一方、ラテン語系の語幹について、civilize,nationalize,realizeなどを形成する。
また、alkarize,oxidizeなどに見られるように、根源的に「状態変化」という観念を常に伴う。
3．その他の小辞
ある接辞による合成語が、甲から乙への変化を示すというのは、とりもなおさず、その接辞が何
らかのアスペクト機能を持つと言い換えることができよう。
前出の印欧祖語yo-は、*argu-yo@tomakeclear'のようにyo-という接辞は.tomakeOC'という構
文を形成する強いアスペクト価を持つ接辞である。現代英語では、-fyという接尾辞が、同じよう
な機能を持ち、clarify.tomakeclear'などがその典型例である。
そもそも、この-fyの語源は、印欧祖語に遡れば、*dhe-･toset,put'に由来する。サンスクリット
のtrasati$hetrembles'ギリシャ語のtr6oと比べると、ギリシャ語のtr6moおよびラテン語のtremoに
は語構成の上で-m-という要素が見られる。これは、ラテン語のpremoやdonnioにもみられるもの
である。*tres-および*trem-はともに印欧語根の*ter-から来ている。*ter-に形態素の-s-や-m-が結
びついて、ある特別な意味を作り出している。
MeilletetVendryes(1979:157):
Pourexprimerl'ideedugonnement,del'enneure,ilexisteuneracinedefbnne*/e"-,pourlaquellesont
attesteesdansdiverseslanguesdesfbnnselargies*/we/-,*rwer-,*rwe",*rwe"I-,etaussiuneracinedefbrme
*ke"-dontonconnaitdeselargissements*kwe/-,kwe"-,*kwe"T-.
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ここで示した*twel-,*twer-,*twen-,*twem-は、どれもl/r/n/mといった形態素を含む拡張語幹
である。これらの形態素は、英語、フランス語、ドイツ語ではそれぞれexpansion/elargissement/
Erweiterungと呼ばれているものである。ラテン語のtumeo.tobeswollen'は、印欧語根の*teu-に
由来する。この語彙に関しては、語彙の性質上完了幹とスピーヌムがないとされているが、一方、
tumescoは完了幹を持っている。このことから、形態素-m-の継続的意味合いから、継続的アスペ
クトを形成することが分かる。
3.1-m-
Meillet(1964:177):
oindiquequ'onestParexampleengrec〃由et〃を〃onesemploieantpasindi縦remment・Unpr6sent〃を碗o
prisd'untremblement,tadisque〃〃indiqueuntremblementdontonn'envisagepasletenne.D'autreparta
l
c6t6de〃§碗o,iln'existeniaoristeniparfaitalorsque〃んestaccompagned'unaoristehom.e"eSSα・Enlatin
ilyaalafbisunpr6sentp花moetunperfectumpres4W.
ラテン語のtremoに対応するギリシャ語のtr6moには完了もアオリストの形が存在しないのだが、
ラテン語のterreoに対応するギリシャ語のtr6oにはアオリストの形が存在する。このことは、とり
もなおさず、形態素の-,-がアスペクト価を持つ小辞の機能をもっていることを示している。
ここで、「眠る」という事象を細かく分析すると、「入眠する（0→l)」という部分と「眠って
いる(1→l)」の2つの部分から成り立っている。
EmoutetMeillet(1985:184):
伽γmjoestunpr6sentderivedelafbnneelargie,athematique*dMw-.Voirlesobservationsfaitessouspre"70
etsousso〃""s.Pourexprimerlanotionde(donnir)al'aspectind6tennin6,onarecourudlaracine*火γ‐
aveclesuffixedepresent*-e"7-,quiindiquel'aspect<indetermin6).
ErnoutetMeillet(1985:635):
Lafbnnedelargissement-"7-de"r"7jomarquaitunetatquidureetceciaentrainel'61iminationdesfbnnes
verbalesde*swep-autresquecellesducausative.
EmoutetMeillet(1985:534):
L'61argissement-e"7-indiqueunprocesquidure;enlatin,onaaussidbr-腕-jo,quiindiquelefaitd'etreen
，
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6tatdesommeil
このことから、ラテン語のdonnioは、「眠っている」という継続状態を示すことが分かる。つまり、
形態素-m-が継続のアスペクト価を持つからである。
ErnoutetMeillet(1985:700):
Laracine*/"-<trembler),quiauncaractereexpressifn'existegueresans61argissement.Legroupede
*"で加-estrepr6sentenotammentpargr.〃を碗o.Ungroupe*"でs-figuredansskr."dsα〃《iltremble).乃勿
《jetremble》---letype*"℃s-esta*/花m-ceque*pres-depressiest"だmo.lci,-e"7-indiqueleprocesqui
dure,commel'indiqueladifferencedevaleurde〃んetde舵加oengrec.
donnioとtrernoに加えて、アスペクト価を持つ形態素-m-は、ラテン語の廿emoやpremoにも見ら
れる。@topress'という事象は、この-m-によって継続的なニュアンスを強めている。通常、「絞る」
という行為は、一瞬ではなく、ある一定の時間を要する行為であり、「うなる」「わめく」という行
為も、ある程度の継続的な時間を要する行為である。
MeilletetVendryes(1979:177)によると、これに似た機能を持つラテン語の形態素に-t-があるが、
これは非常に古い痕跡でpateo･tobeopen'に見られる例で、aperio@toopen'と対比してみると継続
ニュアンスが一層明確になる。
3.2-n-
MeilletetVendryes(1979:189):
Lesufflxe*-"e/b-servaitenindo-europeenAfbnnel｡desthemesdepresents,generalementderivesdetheme
F
constituesparlaracineseule.Lelatinenadesexamplesdansce『"o(de*"j-"o),/加o;legrecdans"k"o,
”〃〃o,α"7αγ畝"o,etc.Lavaleurdecespresentsestsouventengrecd'insistersurledebutduproces.
、
この-,-という形態素は、事象の達成に焦点を当てるような機能を持つ。例えば、ラテン語の
cerno･toseparate,sift'という語は、印欧語根の*krei-「ふるいにかける」という意味を持つ。Lino@to
daub,spread'は、*lei-.slimy'または.toHow'に由来するとされる。sterno.tospreadout,stretchout'
の-,-も、アスペクト価をもつ形態素だと思われる。というのも、Vedicのstrnati,strnite.hespreads/
pours'が語幹にexpansionの*-na-を含む古い痕跡を持つ現在形を形成しているからである。さらに、
sino.tolet,allow'やsperno@tosever,separate'そしてpono｡toput'やcontemno@todespise'などは全て
同様に-,-という形態素を語幹に持っている。これは非常に古い語構成の痕跡である。
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さらに、-stinare.tostandup'やtollo@tolifi'そしてsternuo@tosneeze'などもこの鼻音が挿入され
ることで強い動作性のニュアンスを帯びている。ラテン語のstare@tobestanding'は母音交替の観
点からするとe-gradeで形成されている語彙で、一方の瞬間動詞的なニュアンスを持つ-stinare.to
standup'は、zero-gradeで鼻音が挿入されている。
ErnoutetMeillet(1985:694):
Lepr6sentainiixenasalqu'ellepossedaitindiqued'unemaniereplusfbrteencoreleprocesquiaboutitaun
tenneetsignifiait<enlever).
しかし、ラテン語のtolloは、*tol-n-oから来ているので、語構成上は、鼻音接中辞ではなく、鼻
音接尾辞ということになる。
「くしゃみをする」という事象もまた瞬間アスペクトであり、継続アスペクトでは用いられない。
似たような例にComrie(1981:42)は、英語のcoughという例を挙げているが、「咳をする」という
現象と同様に、「くしやみをする」という現象は、複数回続くこともあるが、事象的には「咳」も「く
しゃみ」もそれぞれ瞬間的に発生する出来事であり、その単一の現象が複数回続く場合は、ラテン
語ではsternutoというfiFequentativefbnnという語彙を用いる。この瞬間的事象を成立させる機能を
持つ鼻音接尾辞は、鼻音接中辞同様、現在幹にのみ現れ、完了幹およびスピーヌムには通常現れな
い。
3.3-d-
*ten-という語根からは、*-de/o-という接尾辞を伴うperfectiveaspectのtendoとe-gradeで状態アス
ペクトのteneoが派生している。
ErnoutetMeillet(1985:495):
Lecasdepe"伽,pepe"di,pe"s"sest6vidennnentparallelaceluide/e"伽,/e/e"di,re"s"s.Maisenfacede
/e"伽,onaleverbeexprimantl'6tat/e"eoquimontreimm6diatementquetoutleverbe/e"dbestfaitsurun
pr6sentasuffixe*-ct/b-quisertamarquerleprocesdetennin6.Dememe,pe"伽doitetrebatisuruneracine
A
*pe"-.
このように、形態素-d-は、状態動詞のteneoと比べて、tendoでは、perfectiveaspectを形成する
機能を持つ。
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MeilletetVendryes(1979:281):
Despresentsen-roen-do.IIs'agitd'un61argissementancient.Lelatinatirepartideceproc6de
d'61argissement､Ilposseded'unepartunpetitgroupedeverbesen-c-ro:比c/0，〃ec/o,p/eao;etdel'autre
desverbesen-db(dontledpeutpr6senter*dou*")commec"db,/e"伽(enfacede/e"eo)avecun
perfectum/e/e"",次"伽(enfacede推加o),了走"伽(dansQ/yb"血庇詑"伽)rempla?antunancient
presentath6matiquerepondantskr.加加《il廿appe),pe"伽．
-tOや-doは古い要素の形態素である。Hecto.tobend'necto@tobind'pecto&tocomb'などに見られ
るように、*-de/o-と同じく、*-te/o-も語構成上アスペクト価を持つ。
per-という接頭辞を伴って、percelloという語は、perfectiveaspectの意味合いを強く出している
が、これは、-ll-がもともとは-ld-で、この:-d-はperfectiveaspectを形成する形態素であった。しか
し、古い形態素ゆえ、時代とともにアスペクト的観念が薄れて、接頭辞per-を伴った形でラテン語
では存在していた語彙である。
EmoutetMeillet(1985:494):
P印"〃et〃"α花montrentquelaracineestici*pe/-.Le-//-depe//oenfacede伽加ssupposeunpr6senta
suffixe*-Cた/b-indiquantl'aspectd6tennin6(procesaboutissantauntenne);lafbnnationestlamemeque
dans/e"dbenfacede/e"eo,/er",/e""8,e/c.(cflecasde-ce//o,ve//o,〃/o)
これらの例からも、*-de/o-という接辞を持つ動詞は、事象が完結する完了アスペクトを示すこと
が分かる。
4．英語におけるAspectualizerとしての小辞
英語には、iterativeおよびけequentativeを形成する接辞がある。一つは、‐erで、もう一つは、-le
である。前者は、mutter,glimmer,HiCker,whisper,clatter,stammer,stutterlstagger,shiver,shudderなどが
典型例である。後者は、babble,chuckle,drizzle,sizzle,snime,cackle,twinkle､dazzleなどが典型例であ
る。いずれも、語源的にはオノマトペに関係する。
4.1-le
Pokomy(1989:91)によると、音表象的な視点から考察すれば、英語のbabbleとラテン語の
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babaeは同じオノマトペ起源である。
ラテン語のbabaeは、口ごもったり歯切れの悪い発話を模した語いであり、驚きや喜びの感情を
表すものである。ラテン語のbulbuSも、babaeと同じ語根から派生した語彙で、「どもる」を意味す
る。他にも、ロシア語のbalalailaも同根から派生した語で、reduplicationがこの種のオノマトペ関連
の語彙には特徴的である。
英語のbabbleは-leという反復相を示す接辞を伴っているが、ラテン語のblatteroあるいはblattio
が対応している。
4.2-er
英語のmutterはラテン語のmuttioあるいはmunnuroが対応するが、いずれも、印欧語根の*rnu=に
由来する。*Inu-は、両唇を閉じて発するほとんど聞き取れない発話音を示すものである。ラテン
語のmuttioとmunnuroはいずれも*rnu-で始まるオノマトペ起源の語彙であり、英語ではmutterお
よびmunnurという意味である。他にも、ラテン語のsursurroにはこうした重複が見られ、英語の意
味は、whisperである。こちらも反復の接辞-erを含む。
5．結論
語構成上、「変化」を表わす接辞として、trans-と-izeを取り上げ、それぞれを通時的に分析した。
ラテン語のtrans-Vは、接辞の意味がそのまま「～を超えて｣｢～を貫いて」を反映したもの、A→
Bという「移動」を意味するもの、さらにそれを比ゆ的にとらえて「変化」を意味するもの、そし
て、完了アスペクトの機能を持つものが主な柱であった。また、英語では非常に生産性のある接辞
である-ize「～化する」は、ギリシャ語起源の接辞で、英語では「状態変化」を意味する他動詞を
形成するが、印欧祖語の*id-yo-が語源で、後期ラテン語、古フランス語を経て、英語に流入した
接辞である。
導入で触れた「うつるふ」の「ふ」ももはや、現代語では「うつろう」｢かたらう」などにわずか
な痕跡を見出すばかりであるが、ラテン語のaspectualmomhemesも同様に、前者の2つの接頭辞と
接尾辞とは対照的に、語源的に分析すると、もともとは複合語であったものが、時を経て、その観
念が薄れ一語として認識されるようになる例がかなり存在する。とりわけ、古い時代の痕跡を持つ
語彙は、その分析が難しくなる。ラテン語の語構成に見られる、－m-,-n-,-d-は、その典型例である。
しかしながら、単なる遺物ではなく、アスペクト価を持つ形態素である。
‐m－は、donnioに見られるように、継続アスペクトを形成する機能を持つ。‐､-は、-stinareに見ら
れるように、事象の始まりから終わりまでを視野に入れた完了アスペクトを形成する機能を持つ。
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アスペクト機能を持つ接辞・形態素の通時的考察
また、-d-は、同根のteneoに対して、tendoの見られるように、完了アスペクトを形成する機能を
持つ。印欧祖語の時代には、状態や変化を示すニュアンスの使い分けに、こうした形態素を使っ
ていた一つの痕跡と言える。形として残っているのは、ラテン語のamoの未完了と未来に見られる
amabam/amaboの-b-という形態素で、これは未完了系の時制を形成するのに用いられている形態素
である。ちなみに、この形態素は英語のbe動詞と同じ語源である。
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